
　

【
学
校
教
育
担
当
部
長
】

　

文
部
科
学
省
の
示
す
「
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
で
は
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
才
能
や

能
力
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、

本
人
の
希
望
を
尊
重
し
た
上

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

習
支
援
等
を
活
用
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
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子
ど
も
・
子
育
て
新
支
援

制
度
が
施
行
さ
れ
、
保
育
の

受
け
皿
の
整
備
が
進
ん
だ
が
、

待
機
児
童
の
現
状
と
今
後
の

保
育
需
要
を
ど
の
よ
う
に
見

込
ん
で
い
る
の
か
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

　

【
子
ど
も
部
長
】
令
和
２

年
４
月
１
日
現
在
の
待
機
児

童
数
は
44
人
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
、
５
人
減
と
な
っ

た
。

　

年
齢
別
で
は
、
３
歳
未
満

の
低
年
齢
児
が
多
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度 

を
ピ
ー
ク
に
、

30
年
度
以
降
は
緩
や
か
に
減

少
し
て
い
る
が
解
消
に
は
、

い
た
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

今
後
の
保
育
需
要
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
が
施
行
さ
れ
、
保
育

所
等
の
入
所
要
件
の
緩
和
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
等
に
よ

り
、
入
所
希
望
者
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
特
に
３
歳
未
満

の
低
年
齢
児
を
中
心
に
保
育

を
希
望
す
る
人
の
割
合
が
増

加
し
て
お
り
、
当
面
は
こ
の

傾
向
が
続
く
も
の
と
考
え
る
。

　

自
治
会
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
管
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

移
管
後
生
じ
る
施
設
建
て
替

え
等
の
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
、
不
安
を
感
じ
る
と
の
声

を
聞
い
て
い
る
。

　

建
て
替
え
や
解
体
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
に
支
援
を
行

う
の
か
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
民
生
活
部
長
】
自
治

会
の
健
全
な
発
展
と
円
滑
な

運
営
、
住
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
で
あ
る
集
会
所
の
設
置

等
に
係
る
経
費
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
を
し
て

い
る
。
自
治
会
連
合
会
を
通

じ
て
、
毎
年
７
月
に
補
助
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
制
度

の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

各
自
治
会
の
相
談
に
、
不
安

が
残
ら
な
い
よ
う
、
窓
口
等

で
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
、
全
国
一
斉
に
導
入
し
た

機
器
の
更
新
時
期
は
、
ほ
ぼ

同
時
と
推
察
す
る
が
、
更
新

に
は
莫
大
な
費
用
が
必
要
と

な
る
た
め
、
今
か
ら
更
新
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た

い
。

　

【
教
育
長
】
　

今
回
、
児
童

生
徒
お
よ
び
教
職
員
１
人
に

１
台
ず
つ
端
末
を
整
備
し
た
。

　

更
新
の
際
の
財
源
確
保
は
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

今
回
の
整
備
時
に
は
、
本

体
部
分
に
つ
い
て
、
３
分
の

２
は
、
国
の
補
助
金
が
措
置

さ
れ
活
用
し
た
。

　

更
新
時
も
、
国
に
お
け
る

財
政
支
援
は
か
か
せ
な
い
と

考
え
、
す
で
に
全
国
市
長
会

を
通
じ
要
望
し
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
、
具
体
的
な
内

容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
も
継
続
的
に
さ
ま
ざ

ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
い
、

国
に
対
し
財
政
措
置
を
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
水
害
に
よ
り
不
測

の
事
態
が
発
生
し
、
市
民
の

財
産
や
生
命
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
大
い
に
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
級

河
川
の
現
在
ま
で
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

【
国
県
事
業
推
進
担
当
部
長
】

　

市
内
を
流
れ
る
二
級
河
川

は
５
河
川
あ
り
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
神
奈
川
県
平
塚
土

木
事
務
所
が
事
業
主
体
と
な

り
、
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
護

岸
整
備
工
事
や
堤
防
の
か
さ

上
げ
工
事
な
ど
を
継
続
的
に

進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
県
に
お
い
て
河

川
整
備
基
本
方
針
お
よ
び
河

川
整
備
計
画
を
策
定
し
、
整

備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
台
風
等
の
集
中

豪
雨
時
に
は
溢
水
が
危
惧
さ

れ
る
な
ど
危
険
な
状
況
と
な

る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
老

朽
化
し
た
護
岸
の
修
繕
工
事

や
、
川
の
流
れ
の
支
障
と
な

る
堆
積
土
砂
の
撤
去
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
し
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
、
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の

　

対
応
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
か
ら
出
て
い

る
「
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
健
康

へ
の
影
響
等
の
配
慮
で
は
、

電
磁
波
等
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
電
磁
波
に
過
敏
な

児
童
生
徒
も
一
定
程
度
は
い

る
と
専
門
家
の
指
摘
が
あ
る
。

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
新
学
期
か
ら
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、
予
防

原
則
の
観
点
か
ら
も
健
康
観

察
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

　

【
学
校
教
育
担
当
部
長
】

　

現
時
点
で
は
電
磁
波
の
測

定
等
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

健
康
面
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
等
の
利
活
用
の
み
な

ら
ず
、
日
常
の
健
康
観
察
や
、

養
護
教
諭
を
は
じ
め
と
す
る

教
職
員
間
で
の
情
報
共
有
、

ま
た
、
家
庭
と
の
連
携
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
の
健

康
面
の
状
況
を
的
確
に
把
握

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

３
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
る
こ
と
を
想
定

し
た
時
、
再
び
今
回
の
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
の
公
共
施
設

を
閉
館
し
て
し
ま
う
の
か
、

時
短
で
開
館
す
る
の
か
、
リ

ス
ク
の
低
い
屋
外
の
み
を
利

用
可
能
に
す
る
の
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
考
え
ら

れ
る
。

　

今
回
の
検
証
も
行
い
な
が

ら
、
健
康
文
化
都
市
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
市
独
自
の
判
断

を
求
め
る
が
、
見
解
を
聞
き

た
い
。

　

【
市
長
】
今
回
の
公
共
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
、
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
心
配
の
声

も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

今
後
い
つ
感
染
拡
大
の
状

況
に
入
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
も
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、
使
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
国
や

県
の
方
針
を
参
考
に
、
市
民

の
命
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か

を
、
最
大
の
視
点
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

　

に
つ
い
て

　

火
山
灰
対
策
と
し
て
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
周
知
を
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
、
聞
き
た
い
。

　

【
危
機
管
理
担
当
部
長
】

　

火
山
灰
に
よ
る
被
害
は
、

地
震
や
風
水
害
と
異
な
り
、

市
全
域
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ

る
。

　

大
規
模
な
降
灰
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
備
蓄
品
を
全
て

市
が
準
備
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
市
民
一
人
一
人
の
日
頃

の
準
備
、
自
助
が
大
変
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、

地
震
や
風
水
害
時
に
加
え
、

火
山
災
害
に
対
す
る
各
家
庭

で
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
令
和
３
年

度
に
改
定
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ 

ッ
プ
に
掲
載
す
る
等
、
工
夫

を
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
主
催
の
防
災
訓

練
等
で
、
火
山
被
害
に
関
す

る
情
報
を
組
み
入
れ
な
が
ら
、

市
民
一
人
一
人
の
自
助
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
矢
羽
根
川
水
害
対
策
に
つ

　

い
て

広
域
行
政
の
推
進
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
と
将
来
の
投
資

　

令
和
３
年
２
月
に
、
土
地

区
画
整
理
組
合
の
第
１
回
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
新

聞
に
よ
る
と
、
説
明
会
等
、

３
割
程
度
の
出
席
率
で
、
本

当
に
地
権
者
の
理
解
が
深
ま 

っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
、
要
望
、
苦
情

が
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
地
権
者
の
声
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、

聞
き
た
い
。

　

【
都
市
部
長
】
市
は
組
合

設
立
準
備
委
員
会
事
務
局
を

務
め
て
き
た
。

　

総
会
や
、
こ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
た
意
見
は
、
個
別
の
減

歩
率
や
建
物
補
償
費
な
ど
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め

て
い
か
な
い
と
提
示
で
き
な

い
事
項
な
ど
に
対
す
る
意
見

や
要
望
等
も
あ
る
。

　

関
係
権
利
者
に
対
し
て
、

事
業
に
対
す
る
説
明
不
足
や
、

理
解
不
足
に
よ
り
出
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
、
今
後
、
組
合

事
務
局
と
連
携
し
、
真
摯
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

　

策
に
つ
い
て

◎
公
共
施
設
の
役
割
に
つ
い

　

て

　

不
登
校
、
病
気
、
け
が
な

ど
で
長
期
通
学
で
き
な
い
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
自
宅
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

用
し
た
学
習
の
場
の
提
供
を
、

可
能
な
範
囲
で
試
行
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
が
、
学
校
側
、

家
庭
側
双
方
の
環
境
が
整
わ

な
い
と
、
導
入
お
よ
び
継
続

は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
、

導
入
で
き
る
よ
う
先
行
事
例

等
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
内
部
統
制
の
整
備
・
運
用

　

に
つ
い
て

光
風
会

越
水　

崇
史

創
政
会

集
中
豪
雨
に
備
え
て
市
内
二
級

河
川
の
早
急
な
整
備
を
求
め
る

長
嶋　

一
樹

日
本
共
産
党

伊
勢
原
大
山
イ
ン
タ
ー
土
地
区
画

整
理
事
業
の
説
明
責
任
は

宮
脇　

俊
彦

創
政
会

待
機
児
童
の
現
状
と
今
後
の

保
育
需
要

夛
田　
　

嚴　
　
　
　

い
せ
は
ら
未
来
会
議

緊
急
事
態
宣
言
下
の
公
共
施
設

利
用
に
市
独
自
の
判
断
を

橋
田　

夏
枝

神
奈
川
ネ
ッ
ト

校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

に
つ
い
て
電
磁
波
の
測
定
は

土
山

由
美
子

創
政
会

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
つ
い
て

大
山　
　

学

地
域
施
設
を
自
治
会
へ
移
管
の
際
に
は

市
民
の
立
場
で
支
援
を

光
風
会

越
水　

崇
史

公
明
党

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で
全
て
の

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
教
育
を

今
野　

康
敏

創
政
会

火
山
灰
対
策
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
掲
載
に
つ
い
て

米
谷　

政
久


